
















要約:小児を対象とする成人病予防対策において最も重要なリスク因子とされる家族歴の

定量的評価法を提案した。従来の、成人病既往者の有無あるいは既往人数に比例してリス

クが増えるという発想を逆転し、親族の未発症での加齢に伴いリスクが減り、家族の発症

時にその年齢に応じてリスクが与えられる暫減法である。高校生 622 人の成人病家族歴と

本人の高血圧について本法で分析したところ、ハイリスク児を選別する方法として従来の

方法より優れていることが示され、広く適用が可能である。


